
ホットな消費者News
消費者問題の事例対処法を解説します。

対処法・アドバイス

消費者ホットライン ☎ 188　久留米市消費生活センター ☎ 0942-30-7700　福岡県警察 ☎ 110または♯ 9110

お問い合わせ

●�ホームページ中の日本語の字体や文章表現がおかしかったり、販売価格が安すぎたりする偽
物のサイトが増えています。購入の際は、本物のサイトであるかしっかり確認しましょう。

●�少しでも不審な点やトラブルが発生した場合は、すぐにお近くの消費生活センターや警察へ相
談しましょう。

●�クレジット会社によっては、トラブルが発生した場合に返金手続きの対応をしてもらえること
があります。早急に決済で使用したクレジット会社に連絡しましょう。

インターネットでの購入にご注意

　インターネットで目当ての商品を見つけ、価格が安かったため注文し、クレジットカードで支
払いを済ませた。到着予定日を過ぎても商品が届かなかったため、不審に思い購入したホームペー
ジから問い合わせようとしたが、ホームページが削除されており、問い合わせができない。この
ような場合、商品代金の返金はできるのか。
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の
友
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し
「
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ご
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秋
刀
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」
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団
ら
ん
　
　
姫
野
　
洋
子

若
い
頃
ト
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あ
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磯
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行
っ
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み
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に
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祭
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葉
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る
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困
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冴
子

現
実
を
掻
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消
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ま
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濁
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こ
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山
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子
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ち
パ
ン
の
匂
ひ
に
足
止
め
し
花
み
ず
き
ひ
と
葉
肩
に
落
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北
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里
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葉
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友
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ふるさと

再発見
広川町郷土史研究会

広川町古墳資料館だより

広川町にある巨樹・珍樹　その１6

　来年の干支は「午
うま

」です。
もともと馬は日本におらず、
弥生時代の終わりに朝鮮半
島から渡来したといわれて
います。
　広川町の 6 世紀後半ごろ

の古墳からは、鉄製で金や
銀で飾られた馬具が出土し
ています。なかでも鬼塚 2
号墳の馬具は豪華で、八女
丘陵北側の有力者であるこ
とが想像できます。

ク
ス
（
ク
ス
ノ
キ
科
）

　
町
内
の
神
社
を
一
巡
す
る
と
、

境
内
に
聳そ
び
え
る
樹
木
で
一
番
多
く

目
に
つ
く
の
が
ク
ス
で
す
。
漢
字

は
「
楠く
す
」
や
「
樟く
す
」
が
当
て
ら
れ

ま
す
。
樹
齢
3
0
0
年
に
達
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
も
が
、
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
植
栽
年
代
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
樹
木
と
比
べ

る
と
、
2
0
0
年
で
も
1
5
0

年
で
も
1
0
0
年
で
も
、
ほ
と

ん
ど
見
分
け
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、

志
賀
海
神
社
（
扇
島
区
）
境
内
に

聳そ
び
え
る
木
が
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。

　
樹
高
　
　
約
25
メ
ー
ト
ル

　
幹
周
　
　
6
・
15
メ
ー
ト
ル

を
測
り
ま
す
。

　
志
賀
海
神
社
の

創
建
年
代
に
つ
い

て
は
、『
広
川
町

史
』
資
料
編
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。
　
　

　
ど
う
や
ら
延
宝

4
年
（
1
6
7
6

年
）
に
、
現
在
地

に
神
殿
や
樓ろ
う

門
な

ど
が
造
営
さ
れ
た

よ
う
で
、
そ
う
す

る
と
お
お
む
ね

3
6
9
年
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
を

勘
案
し
て
も
、
樹
齢
は
3
5
0

年
を
下
ら
な
い
と
推
定
で
き
ま

す
。
　

　「
稲
富
廣
助
調
書
」
に
は
、
元

神
官
職
に
あ
っ
た
森
家
の
記
録
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
る
と
、「
神
官
の
森
氏
と
有
志

の
野
中
氏
が
協
力
し
て
勧か

ん
じ
ょ
う請
し

た
も
の
で
、
創そ
う
し祠
は
寛
永
元
年

（
1
6
2
4
年
）
で
あ
り
、
延
宝

4
年
（
1
6
7
6
年
）、
今
の
場

所
を
境
内
に
定
め
、
社
殿
を
造
営

し
た
」
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
、
樹
齢
3
5
0

年
は
経
っ
て
い
る
と
推
定
す
る
論

拠
と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
さ
て
、
平
成
3
年
（
1
9
9
1

年
）
9
月
27
日
に
襲
来
し
た
台
風

19
号
が
、
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

八
女
丘
陵
上
で
も
大
木
が
バ
タ
バ

タ
と
倒
れ
、
折せ

っ
そ
ん損
す
る
被
害
も
出

ま
し
た
。

　
当
該
木
も
一
ノ
枝
が
折
れ
て
落

下
し
、
旧
公
民
館
に
も
被
害
が
及

び
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
枝
打
ち

が
さ
れ
て
、
枝
張
り
が
小
さ
く

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
回

復
し
て
再
び
旺
盛
な
樹
勢
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
写
真
は
枝

打
ち
後
の
姿
で
す
。

▲��志賀海神社のクス（扇島区）
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▲鬼塚 2号噴から出土した豪華な馬具


